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の
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業
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制
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が
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充
さ
れ
ま
す

毎月 1日・ 16日発行

市内倉升に昭和59年度から 3年計画で、建ーが進められてきた長池公園は、すでに滑り台などのプレ

イロ ッ ド(=写真)、ゲートボール場、修景施設などが整っています。後は、あずま屋などを整備して

来春までにすべて完成させる予定です。公園の西隣りには上田創造館もある ことから、休日ともなれ

ば家族連れなどでにぎわっています。

市民の動き

(11月1日現在)

117，240人

57，268人

59，972人

36，987世帯

(+ 52) 

(+ 37) 

(+ 15) 

(+ 56) 

口

男

女

数

人

帯

総

世

主な内容

秋和上堀線、 来年4月に開通・・・・・・・・・・・・............2ページ

秋の叙勲 4人が晴れの受章・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3ページ

上田市功績者に45名を表彰・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4ページ

市民の森スケート場、 シーズン到来・・・・・・・・・・・・・・・ 5ページ
エイズー正しい理解を.................ー・・・・・・・・・・・・・・・ 6ページ
お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・............................8・9ページ

おくやみー・・・・・・・ ..........................................10ページ
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市
の
都
市
計
画
道
路
「
秋
和
上
堀

線
」
が
、
来
春
四
月
に
開
通
の
見
通

し
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
未
開
通

の
区
間
の
工
事
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
秋
和
l

上
田
駅
間
が
直
結
さ
れ
、
時
間
の
短

縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。

え広報う

政
府
は
十

一
月
三
日
付
け
で
、
昭

和
六
十

一
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
を
発

表
し
ま
し
た
。
上
川
市
で
は
、
次
の
同

人
の
か
た
が
た
が
晴
れ
の
受
章
に
輝

き
ま
し
た
。

延
長
3
キ
ロ
に

秋
和
上
堀
線
は
、
秋
和
地
区
の
国

道

一
八
号
線
か
ら
信
越
線
に
ほ
ぼ
並

行
し
て
、
卸
団
地
、
諏
訪
部
を
経
て

上
田
駅
に
伸
び
る
道
路
で
す

(延
長

約
三
J

、
幅
約
二
ハ
μ
川
)。
市
で
は
国

道

一
八
号
線
の
渋
滞
を
解
消
す
る
目

的
で
、
昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
事
業

費
約
十
六
億
円
の
予
算
で
工
事
に
着

手
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
建
設
工
事
は
、
上
田
駅
側
と

秋
和
側
の
両
方
か
ら
進
め
ら
れ
、
上

田
駅
側
は
昭
和
五
十
六
年
の
秋
に
主

要
地
方
道
上
田
丸
子
線
(
古
舟
道
路
)

ま
で

の
整
備
が
、
ま
た
、
秋
和
側
で

は
昭
和
五
十
八
年
に
却
団
地
付
近
ま

で
の
整
備
が
完
成
し
て
い
ま
し
た
。

着
々
と
建
設
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
(
常
磐
城
地
区
の
未
一

開
通
の
区
間
}

急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が

滞
の
ひ
ど
い
国
道

一
八
日
ゲ
線
の
秋
利

l
新
出
間
を
経
山
し
な
い
で
、
秋
利
・

塩
尻
方
耐
か
ら
上
川
駅
へ
数
分
れ
い
は

で
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
塩
田
・

川
西
地
区
も
古
舟
橋
を

通
り
秋
和
・
塩
尻
方
面
と
結
ば
れ
時

間
の
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。

な
お
、
上
田
駅
か
ら
上
堀
方
面
へ

は
、
将
来
駅
前
再
開
発
と
あ
わ
せ
て

順
次
す
す
め
る
予
定
で
す
。

残
る
常
磐
城
地
籍
の
約
三
百
μ
川区

聞
が
未
完
成
の
ま
ま
と
な
り
ま
し
た

が
、
昨
年
十
月
に
は
用
地
交
渉
も
済

み
、
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
現
在
、

来
春
四
月
の
供
用
開
始
に
向
け
て
急

ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。同

線
の
開
通
に
よ
っ
て
、

交
通
渋

民

62年4月開通の秋和上堀線

室長野
..... 

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

*
勲
五
等
瑞
宝
章

先
崎
エ
イ
子
さ
ん



人
の
か
た
が
た
が
晴
れ
の
受
章
に
輝

き
ま
し
た
。

4人が晴れの受章

*
勲
四
等
瑞
宝
章

柳
沢

高
夫
さ
ん

え

柳沢さん(71歳)
芳田479-1

だ

柳
沢
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年
ま

で
の
三
十
七
年
間
、
長
野
県
職
員
と

し
て
在
職
し
、
豊
富
な
経
験
と
優
れ

れ
た
識
見
を
も
っ
て
地
方
自
治
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

上
小
地
方
事
務
所
長
、
出
納
次
長
、

東
京
事
務
所
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。
県
を
退
職
さ
れ
て
か

ら
は
、
塩
尻
市
の
助
役
と
し
て
約
八

年
間
務
め
ら
れ
、
塩
尻
市
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ー一 (3 )一一ー-，，~{利6 }iF-12Ji 1 rl 広報う

*
勲
五
等
現
光
旭
日
章

箱
山

住
夫
さ
ん

箱
山
さ
ん
は
、
昭
和
十
六
年
か
ら

四
十
余
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
上

着
々
と
建
設
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
(
常
磐
城
地
区
の
未

開
通
の
区
間
)

田
常
入
郵
便
局
長
と
し
て
職
務
に
精

励
さ
れ
、
業
績
の
向
上
に
努
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
東
信
特
定
郵
便

局
長
会
会
長
、
信
越
特
定
郵
便
局
長

会
会
長
、
全
国
特
定
郵
便
局
長
会
理

事
な
ど
を
歴
任
、
特
定
郵
便
局
業
務

の
推
進
に
尽
力
し
、
郵
政
事
業
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

*
勲
五
等
瑞
宝
章

茅
野

功
さ
ん

茅野さん(74歳)
古里1420

茅
野
さ
ん
は
、
五
十
年
近
く
に
わ

た
っ
て
、

一
貫
し
て
養
蚕
業
の
振
興
、

蚕
品
種
の
改
良
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
長
野
県
蚕
種
事

業
協
同
組
合
理
事
長
、
全
国
蚕
種
協

会
副
会
長
な
ど
に
就
任
、
常
に
業
界

の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
、
蚕
糸
業

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
上
田
蚕
種
協
業
組
合
理
事
長

至長野

先
崎
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

看
護
業
務
に
従
事
さ
れ
、
国
立
、
地

域
医
療
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
昭
和
五
十
三
年
に
退
職
さ
れ

る
ま
で
の
三
十
年
間
、
国
立
高
田
病

院
、
国
立
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所

病
院
部
、
国
立
東
信
病
院
な
ど
の
総

看
護
婦
長
を
歴
任
、
常
に
先
導
的
な

役
割
を
果
た
し
、
看
護
体
制
の
充
実

強
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

市政ガイド

、サンデーうえだ、
有線テレビで毎日曜日に

市政に関する様々な情報を市

民の皆さんに提供します。上回

ケーフソレビジョン(1チャンネ

ノレ)で放映されます。 先崎さん(67歳)
国分1919-5

、暴力三ない運動、にご協力を

市政に対する建設的なご意見、

ご提案をお寄せくださ ¥"0 電話の

開設時間は、午前 9時から午後 8 ‘

時までです。

上田市から暴力を追放するため)暴力追放

三ない運動、にご協力ください。日がヱfc

①暴力団を恐れない

②暴力団を利用しない

③暴力団に金を出さない

(上田市暴力追放会議)



だ 昭和61年12月1lト一一一(4)ーー

月
二
十

一
日
、
市
役
所
六
階

で
昭
和
六
ト

一
年
度
の
上
田
市
功
績

者
ぷ
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
功
紡
表
彰
は
、
上
田
市
表
彰

規
則
に
基
づ
い
て
地
方
自
治
、
教
育
・

文
化
、
社
会
福
祉
、
産
業
経
済
な
ど

各
分
野
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

か
た
が
た
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
次

の
四
十
五
名
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

ト

-
地
方
自
治
関
係

(十
二
名

・
五
十
音
順
)

マ
池
田
丑
正
さ
ん
(
浦
野
、
七
十
三

歳
)
マ
片
岡
巳
代
子
さ
ん
(
小
牧
、

六
十
九
歳
)
マ
木
次
昇
さ
ん

(踏

入
、
六
十
七
歳
)
マ
沓
掛
ひ
で
さ
ん

(
鎌
原
、
七
十
三
歳
)
マ
久
保
増
雄

さ
ん
(
大
湯
、
六
十
歳
)
マ
小
坂
井

三
男
さ
ん
(
東
前
山
、
七
十
二
歳
)

マ
斉
藤
貢
さ
ん

(
泉
町
、
七
十
四

上
田
市
功
績
者
に

歳
)
マ
下
村
健
一
郎
さ
ん
(
北
大
手
、

七
十
歳
)
マ
中
沢
米
男
さ
ん
(
長
入
、

六
十
二
歳
)
マ
水
沢

一
郎
さ
ん
(
岡
、

六
十
七
歳
)
マ
宮
入
叫
志
さ
ん
(
神

畑
、
六
十
八
歳
)
マ
矢
島
た
か
さ
ん

(大
屋
、
六
十
歳
)

-
教
育
・
文
化
関
係

(
五
名
・
五
十
音
順
)

マ
大
角
成
男
さ
ん

(
鍛
冶
町
、
六
十

歳
)
マ
近
藤
敏
子
さ
ん
(
鎌
原
、
六

十
七
歳
)
マ
花
岡
章
雄
さ
ん
(
北
大

手
、
六
十
二
歳
)
マ
宮
坂

厚

さ

ん

え

四
十
五
名
を
表
彰

広報う

ら一人ずつ表彰状と賞はいが

れました。

直デー
り安く ご家庭に

は、今年度

. 1月は除く )

デーは、62年

4 月 1 5~:I(水)で

生
活
勉
需
物
資
の
価
格
動
向

輸
入
品
は
値
下
が
り
傾
向

(愛
宕
町、

六
十
歳
)
マ
米
山

一
政

き
ん
(
長
野
市
、
七
十
五
歳
)

-
社
会
関
係(五

名

・
五
十
音
順
)

マ
石
田
守
さ
ん

(上
紺
屋
町、

六

十
三
歳
)
マ
北
沢
宣
子
さ
ん
(
愛
宕

町
、
七
十
四
歳
)

マ
木
次
松
子
さ
ん

(
踏
入
、
七
十
二
歳
)
マ
水
藤
繁
次

さ
ん
(
小
布
施
町
、
七
十
歳
)

マ
竹

下
正
亥
さ
ん
(
山
田
、
六
十
二
議
)

-
産
業
関
係

(二
十
三
名

・
五
十
音
順
)

マ
阿
部
正
文
さ
ん
(
丸
堀
町
、
七
十

歳
)
マ
安
藤
義
衛
さ
ん
(
上
小
島
、
六

十
八
歳
)
マ
石
井
忠
誠
さ
ん
(
海
野

町、

六
十
八
歳
)
マ
井
田
甚
次
郎
さ
ん

(
下
本
郷
、
六
十
八
歳
)

マ
尾
島
正

吉
さ
ん

(
踏
入
、
六
十
三
歳
)
マ
窪

田
匠
さ
ん
(
愛
宕
町
、
六
十
二
歳
)

マ
小
出
正
英
さ
ん
(
中
野
、
七
十
四

歳
)
マ
小
岩
井
勉
さ
ん
(
上
塩
尻
、

七
十
五
歳
)
マ
小
嶋
尚
二
さ
ん
(
下

常
田
、
六
十
七
歳
)
マ
児
玉
操
さ

ん
(
三
好
町
、
八
十
八
歳
)
マ
近
藤

武
男
さ
ん
(
北
常
田
、
六
十

一
歳
)

マ
斉
藤
忠
雄
さ
ん
(
小
泉
、
七
十
八

歳
)
マ
柴
田
久
雄
さ
ん
(
原
町
、
六

十
二
歳
)
マ
志
摩
正
夫
さ
ん
(
小
泉
、

七
十
三
歳
)
マ
竹
内
一
郎
さ
ん
(
中

之
条
、
六
十
八
歳
)
マ
多
田
仁
太
郎

さ
ん
(
愛
宕
町
、
七
十
歳
)
マ
田
中

一
郎
さ
ん
(
末
広
町
、
六
十
五
歳
)

マ
田
村
義
信
さ
ん
(
下
之
郷
、
六
十

三
歳
)
マ
土
屋
登
さ
ん
(
長
島
、

六
十
一
歳
)
マ
中
沢
彰
さ
ん
(
北

大
手
、
六
十
七
歳
)
マ
堀
内
豊
介
さ

ん
(
原
町
、
六
十
四
歳
)
マ
宮
下
敬

直
さ
ん
(
柳
町
、
八
十
歳
)
マ
山
崎

忍
さ
ん
(
下
塩
尻
、
六
十
五
歳
)

年末の「くみとり」は

お早自に

例年、年末になるとトイレの くみ取

りが集中します。業者へは早目に申し

込みをされますよう、ご協力をお願い

します。

なお、新年は 1月5日(月)から業務を

行います。

二年参り用の特別電車を運行

例年、別所温泉の北向観音では、二

年参りの参拝者でにぎわうため、かな

り交通が渋滞します。上国交通では、

12月31日から 1月 1日の深夜にかけて

特別電車(別所線)を運行します。ご

利用ください。なお、詳しい時刻など

については12月16日発行の広報うえだ

をご覧くださ ~'o
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下

塩
尻

十歳
五 )

哉 マ
) 山

崎

二年

ド
正
亥
さ
ん

忍
さ
ん

山
田
、
六
十
二
歳

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
あ
な
た
の
命
綱
で
す
/

輸
入
品
は
値
下
が
り
傾
向

市
で
は
、
消
費
物
資
等
調
査
員
の

皆
さ
ん
に
、
毎
月
、
日
常
生
活
に
関

係
の
深
い
食
料
品
、
石
油
製
品
、
日

則
雑
貨
な
ど
九
十
二
品
目
の
価
格
動

向
調
査
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
今
年
四
月

か
ら
十
月
ま
で
の
物
価
動
向
は
、
食

用
油
、
豚
肉
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
は
年
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価格動向調査結果(一部抜粋)
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灯

開
通
し
て
安
値
で
安
定
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
は
、

原
油
価
格
値
下
げ
と
円
高
で
安
く
輸

入
で
き
る
た
め
、
十
月
ま
で
小
売
価

格
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
円
高
効
果
が
必
ず
し
も

小
売
価
格
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
面

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は

ー
!
①
高
級
ブ
ラ
ン
ド
品
は
高
価
格

維
持
の
販
売
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

②
流
通
形
態
が
複
雑
な
た
め
円
高
の

利
点
が
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
。
ー
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
物
価
動
向
に
、
消
費
者

一

人
ひ
と
り
が
監
視
の
目
を
緩
め
ず
に

い
き
た
い
も
の
で
す
。
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月1日(日)
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窃喝w巴箇0Je歯岡田ヨ窮
出し商法 英会話教材

-アドバイス

l1}j~，先物取引は、将-*の Illj，'，山のflIiif作の山jきを先

取りする.JlJ(') Iきで、'，lll"l矢11~龍のない人が丁を n'， す

ことは、かなり危険です。

特に、海外先物di.l品を舞台とするものは、業1'i・

売目的を言わずに、 「あなたと同じ学校 が実際に現地に取り次いでいるか疑わしく、危険

めでとうござし、ます/抽せんに当たった

電話やノ、方々で喫茶庖や営業所に呼ぴ山

も粘ります。ついには契約書面に署名

帰るに帰れないようにして、高額な

とカセットなどを売りつける商法です。

な耳又ヲlきには、手を出さないのが賢明です。

ホームパーティー商法 ステンレス主卜

-アルミ鍋は有害ですよ

「料理講習会を聞きたいので、台所を貸してほ

を聞くだけなら」 という安易な気持で、出か しいJrご近所の奥様に集っていただき、健康によ

、何時間も説得して、契約書に署名させら い食事の試食会を聞きたしりなどと商品の版先の

いう 結果になりかねません。誘われたら、 意同を隠して家庭訪問したり、電話をしてきます。

十分に確かめ、不用意に出かけないことが 料理講習会、試食会のなかでアルミ鍋やホーロ

先物取引金大豆砂糖

もうかると言われたが…

して加がでるという迩びです。

一鍋があたかも有害であるかのように心理的不安

をかき立て、 言葉巧みにステンレス鍋のセットを

勧める商法です。

-アドバイス

料理講習会などと称して会場の提供を依頼して

くる電話は、商品の版売を目的としたものと判断

して間違いありません。

また、商品の購入を勧められでも、義理や見栄

などで買ってしまわないで、家族と相談するなど

本当に必要かどうか冷静に判断してみることです。



一 (5)一一一昭和61年12月1日 広報うえだ

-料金 大人 700円

小人 300円

貸靴 300円

・交通機関 上田交通パス運行

昭和61年11月30日(日)から

毎日曜日および祝日

年始=1/2-1/91と門
寒中=1/29-2/6 J _，_ ~ 

上田駅発 市民の森着

9 : 00 9 : 35 

12 : 45 13 : 20 

市民の森発 上田駅着

13 : 30 14 : 05 

16 : 00 16 : 35 

料金(片道) 大人 540円

・食 堂軽食あり
小人 270円

-期 間昭和61年11月29日(士)-62年3月1日(同

・時 間午前9時~午後4時30分

(ただし、土曜日・祝日の前日は午後7時事で)

※駐車場が混み合う日 ・祝日は、なるべくパスをご利用ください.

市民の森スケート場

あんない図

〔特別優待券号〕 市民の森スケー ト場「特別優待券」は市役所受付、各支所、各

窓口においてあり ますので、ご利用 ください。 (大人200円引

冒

島司

-絶対も

「今買えば，

保証する」と

巧みにゥけ込‘
でy、

、、~，;んて l

かて十lllgカ:!t..~ 



だ 昭和61年12月1日一一一(6)ー

九
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
十

一
月
初
旬

ま
で
、
エ
イ
ズ
陽
性
被
疑
者
が
松
本

市
内
に
滞
介
位
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

か
ら
、
不
安
が
広
が

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
際
に
エ
イ
ズ
(
後
天
性
免
疫
不

全
症
候
群
)
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
い
た
ず
ら
に
心
配
し
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
で
の
エ
イ
ズ
忠
者
は
、
九
月

現
在
で
.
一十

一
人
が
発
生
し
、
十
三

人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
こ
の
病
気

は
死
亡
率
は
高
い
が
、
感
染
率
は
低

え広報う

V
治
療
法
い
ま
の
と
こ
ろ
、
決

定
的
な
治
療
法
は
確
立
さ
れ
て
お
ら

ず
、
対
症
療
法
が
中
心
で
す
。

V
死
亡
率
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
か
ら
二
1
五
年
で

一
0
1

一
五
%
が
発
病
す
る
と
い
わ
れ
、

エ

イ
ズ
と
診
断
さ
れ
た
方
の
五
O
%
が

一
年
以
内
、
七
0
1
九
O
%
の
方
が

一一

1
五
年
で
死
亡
し
、
回
復
例
は
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

V
検
査

血
液
中
の
ウ
イ
ル
ス
抗

体
の
有
無
や
リ
ン
パ
球
の
割
合
な
ど

正
し
い
理
解
を

く
、
日
本
で
の

二
十

一
人
の
患
者
は

男
性
同
性
愛
者
が
十
人
、
血
友
病
に

か
か
っ
て
い
る
方
が
十

一
人
で
、
健

康
な
生
活
を
し
て
い
る
方
が
発
病
し

た
例
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す。

症
状
な
ど

V
病
状

か
ら
だ
の
免
疫
力
(
抵

抗
力
)
が
極
端
に
低
下
し
、
発
熱
、

寝
汗
、
リ
ン
パ
節
の
は
れ
、
食
欲
不

振
、
下
痢
、
体
重
減
少
、
悪
性
腫
屈

な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

-第 972号一 第 972号、

Dた、子供が成

な理由で、家

用品がありま を
調
べ
ま
す
。
な
お
、
感
染
し
て
か

ら
抗
体
が
で
き
る
ま
で
、
約
二
か
月

か
か
り
ま
す
。

予
防
方
法

血
液
、
精
液
、
だ
液
な
ど
に
よ
っ

て
感
染
し
ま
す
が
、
感
染
力
は
弱
く
、

食
器
や
食
べ
物
、
プ
ー
ル
、
共
同
浴

場
で
は
感
染
し
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
普

通
の
健
康
な
生
活
を
し
て
い
れ
ば
、

エ
イ
ズ
に
か
か
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ノ
ん

。

りたい万、 lや

いただき、お

ずってほしい

、ゆずつては

i舌係(ft⑫
」さい。

号で "1¥用品

りたい品物、

す。

マ

一
般
的
な
予
防

1
エ
イ
ズ
患
者
、

男
性
同
性
愛
者
、
覚
せ
い
剤
常
習
者

な
ど
と
の
性
的
接
触
を
避
け
る

マ
患
者
や
疑
わ
し
い
者
が
発
生
し

た
時
の
予
防

1
①
カ
ミ
ソ
リ
、
歯
ブ

ラ
シ
、
タ
オ
ル
な
ど
は
患
者
と
別
に
す

る
。
②
患
者
の
血
液
の
つ
い
た
も
の

は
焼
却
す
る
。
焼
却
で
き
な
い
場
合

一

は
、
石
け
ん
、
家
庭
用
漂
白
済
な
ど

を
使
い
流
水
で
十
分
に
洗
う
。
手
や

足
に
血
液
が
着
い
た
場
合
も
同
じ
よ

う
に
よ
く
洗
う
。相

談
窓
口

-v相談
所

不
明
な
点
や
も
っ
と

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

次
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
県

庁
保
健
予
防
課
(
宮
0
2
6
2
⑧
2

0

4
4
)
、
上
田
保
健
所
保
健
予
防
課

(宮
⑫
1

2
6
0
内
線
2
2

1
)

V
血

液

検

査

エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
た
い
方
は
、
上
田
保
健
所
二
階
受

付
(
上
回
合
同
庁
舎
内
)
で
毎
週
火

曜
日

・
午
前
十

一
時
か
ら
十

一
時
三

十
分
ま
で
血
液
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
当

面
の
と
こ
ろ
前
記
以
外
の
と
こ
ろ

で
は
、
相
談
は
受
け
付
け
て
お
り

ま
せ
ん
。

まま"民ってい

注品がないから

んか。 こんな

品がよみがえ

一d
一

一題一一関一一ヤ一イ一タ一ク一イ一
。
、、.
一
，，，
，
一ス一.，，一『つ

一よ
一-え
一
考一で一怠一ん一みス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
粉
じ
ん

被
害
は
、
当
初

「
洗
た
く
物
や
商
品

が
汚
れ
る
」
と
い
っ
た
物
質
的
被
害

や
「
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
」
と
い
っ
た
感

覚
的
な
被
害
が
主
な
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
各
機
関
で
の
研
究
が
進

む
な
か
で
、
人
の
健
康
へ
の
影
響
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研

究
に
よ
る
と
、
日
常
粉
じ
ん
に
さ
・
り

さ
れ
て
い
る
人
た
ち
は
、
そ
れ
以
外

の
人
た
ち
に
比
べ
冬
期
間
に
般
い
こ

む
粉
じ
ん
の
量
が
多
く
、
年
ご
と
に

五
回
航
し
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
(
右
図
)。
そ
し

て
長
期
的
に
は
肺
疾
患
の
恐
れ
の
あ

る
こ
と
が
指
適
さ
れ
て
い
ま
す
。

広がる健康への不安
肺磁界測定による粉じん調査

(東北大学滝島教授グループによる調査)

。一一一。日常、道路粉じんにさらされてい

る特定のグループ39人(商底従業

員、道路作業者など)

。ーや道路粉じんにさらされることが比

較的少ないグルーフ。42人(中心部

以外の室内作業者など)
0.095 

『、 0.072

'" 0.051 ./ 

争・ーー-0・ーー--0
0.036 0.034 0.035 

0.10 

昭59年 10月昭60洋
3月 3月

|肺磁界j<<IJ定ドー=粉じんの中に鉄などが含まれて

いることに着目し、舷力を与え肺の中の粉じん量を

測定するもの。数値が大きいほど粉じんの武は多い。

(年月)

0.05 

ま
た
最
近
で
は
、
粉
じ
ん
に
含
ま

れ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
自
動
車
の
排

気
ガ
ス
が
太
陽
光
に
よ
り
反
応
し
、

遺
伝
子
に
突
然
変
異
を
起
こ
し
ゃ
す

い
物
質
が
で
き
る
と
い
っ
た
研
究
結

果
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
粉
じ
ん
と
健
康

被
害
の
因
果
関
係
は
ま
だ
研
究
段
階

で
す
。
し
か
し
、
こ
、
ヲ
し
た
不
安
が

広
が
っ
て
い
る
今
こ
そ
「
脱
ス
パ
イ

ク
」
に
向
け
市
民
み
ん
な
で
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

-
ヒ

ン
彼
き
の
道
具
を
お
貸
し
し
ま

す
。
(
問
い
合
わ
せ

l
生
活
環
境
課

岱
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1」

肺
磁
力
)

ほほ
の
U

(注)

|占t
が低
、Ji保
r";l lJ去作
ーあ性期
き製能間
か 1行部の
り'~ ，¥，'， ltii 
と品を矧
しれ使 (1

iM 
まt:.る
す 5製カ



介伝説抗
2・frh 
が下 一
み痢リ
ム ー〆ι体 ノf端
ま重 節 に
す減 の 低
o lt は 下
、れ し

E食 発
腫d大熱
痕1イミ

第 972号、

ニ情報

だく特集〉え

、、、

つ一(3)一一-n{{tn61年12月1n 広報

らしの

は
感
染
し
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
普

通
の
健
康
な
生
活
を
し
て
い
れ
ば
、

エ
イ
ズ
に
か
か
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※

ラ

イ

ノ

シ

l
保
護
の
た
め
、
当

面
の
と
こ
ろ
前
記
以
外
の
と
こ
ろ

で
は
、
相
談
は
受
け
付
け
て
お
り

ま
せ
ん
。

蓄
積
し
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い

ま
す

(
右
図
)。
そ
し

て
長
期
的
に
は
肺
疾
患
の
恐
れ
の
あ

る
こ
と
が
指
適
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
ピ
ン
抜
き
の
道
具
を
お
貸
し
し
ま

す
。
(
問
い
合
わ
せ

l
坐
活
環
境
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1」

不用ロをF介ます|ロロ'富市ロ)1 l; o.9 

あなたの家庭には、型が古くなった、 子供が成

長していらなくなった ーー など様々な理由で、 家

の中に置きっぱなしになっている不用品かありま

せんか。

市では、このような不用品をゆずり たい方、ゆ

ずってほしい方にそれぞれ登録していただき、お

互いの希望が一致した場合には、ゆずってほしい

人に紹介しています。ゆずりたい品物、ゆずってほ

しい品物がありましたら、生活環境課生活係(~

4100内線301)へお気軽にご連絡ください

「広報うえだ」でも、毎月の16日号でやイミ用品

登録情報怖のコ ーナーを設け、ゆずりたい品物、

ゆずってほしい品物を紹介しています。

ご存じですカもクーリング・オフ制度

クー リングオフ制度は、セールスマンの話に乗

せられていったん契約(購入) してしまったが、

よく考えてみると必要ない、こんな場合に無条件

で解約できるというものです。

訪問販売では、無条件で解約できる期間を契約

書を受け取った日を含めて 7日以内であれば、ク

ー リング・オフ制度を利用できるとしています。

契約を解除したり、申し込みを撤回したいときは、

この期間内に書面で販売業者にその旨の通知をし

ます。この場合、内容証明郵便 (用紙は文具庖で

市販されている)で出せは弔雀実です。

しかし、商品を使ってしまったとき、商品を受

け取り全額を現金で、払ってしまったときは、ク ー

リング・オフが難しくなりますので、注意してく

f三さい。

修理部品の最低保有期間
訪問販売でトラブルの多い商品

家庭用電気製品
一般家庭で、電気製品がこわれたま ま眠ってい

ることが、よくあります。また、部品がないから

と新品を勧められたことはありませんか。こんな

時、下表を参考にしてください。商品がよみがえ

るかも知れません。

(単位:年)修理部品の最低保有期間(例)

(60年度上田消費生活センタ ー調査)

冷
広
島
刷
併
以
四
回
凶
作
古
門
開
閉
岡
阿
の
仙
印
刷
附
什
凶
問
、

j
l
t
舟
J

ー
が
当
語
性
能
部
品
を
匝
用
す
る
製

品
の
製
造
を
打
ち
切
っ
た
と

き
か
ら
と
し
て
い
ま
す
。

電気冷蔵庫 エアコンデインョナー

カラーテレビ 電子レンジ
ステレオ 扇風機

ガス，且風暖房器 石油ストーブ(排気筒あり) ・・・・
ガス瞬間晶串舘(先止式) 時計{ウ方 yテ並品) I 
ガス」ろ董(シャワー上力、リ骨付) カメラ中級機 E 
密閉惚焼式iろ量(ガス) . 

換気扇 カスレンジ
電子ジャー ガスストーブ
テープレコーダー ガス瞬間晶廊舘(元止式)
電気d先届峨 ガス炊飯器(専用)
電気掃除檀 カス;tープノ
電気ストーフ 石油ストーブ
電気二たつ

5 ガスこんろ(2日以上) トースター
カスこんろ(グリル1t) アイロン
ガス炊飯器{こんろ・雇用)

訪問販売・心得5か条

1.どこのだれが何の目的で来たか具体的に確か

めましょう 。

たくみな話術、宣伝に注意、必要ないものな

らはっきり|析りましょう。

3. 少しでも迷ったら契約せず、

談しましょう。

契約書をよく読み署名、押印は慎重にしまし

ょっ。

5. 代金は全額支払うとク ー リング・オフは適用

できません。

被害を防ぐために

2 

家族や友人と相

4 

通商産業省指導基準



だく特集〉一一昭和611ド12rJ1 H一一一(4)ー

/詞
/費
負
/日
/記
/①
/

グ生
か
し
て
使
う
4

を
大
切
に

こ
の
ご
ろ
の
日
本
の
教
育
の
基
本

万
針
は
、
「
自
分
の
時
間
を
ど
の
よ
う

に
使
、っ
か
」
を
考
え
る
人
聞
を
育
て

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の

こ
と
は
ま
た
、
人
間

.
人
ひ
と
り
に

州
市
に
対
す
る
姿
勢
も
問
い
か
け
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
消
費
生
活

一
つ
を
と
っは
ん

て
み
て
も
、
多
種
多
様
に
情
報
が
氾

滋
し
、
自
分
が
今
、
何
を
求
め
何
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
ん
な

は
ず
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
す

が
、
テ
レ
ビ
の
宣
伝
な
ど
に
よ
る
鮮

烈
な
印
象
が
、
そ
の
商
品
を
み
つ
め

さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

えつ広報

さ

一

の

皆

ル

活

の

グ

生

す

員

や

費

ま

査

査

消

い

調

調

、

て

等

向

て

し

資

動

じ

動

物

格

通

活

費

価

を

に

消

の

ど

め

市
叩

同
月

h
u
h
~

回

毎

査

の

卜
中
川
同
調
削

ト
ム

'
ん
寸
/
内
問

上田市消費物資等調査員

林

施

水

田

一円

野

田

藤

一島

川

中

崎

一津

津

毘

同

一岸

氏

一

一

屋

一

一

一

一小

布

清

森

一春

保

申

伊

一飯

市

田

山
一滝

合

口

栗

一山

林

桜

山

一太

名

一町

北

田

町

一形

野

部

尾

一和

形

西

泉

一町

町

手

沢
一北

町

川

一町

会
一
神
丘

一方

b

z
一

b
丘

一両三

日

出

一知

的

一訪

訪

良

一

訪

削

工
予

辺

大

一

千

同

出

自

一南

緑

新

木

一諏

保

諏

奈

一秋

諏

枯

小

一大

川

北

|

『
城

大

新

木

ーャ

I
l
l
i
-
-
L
l
l
専

ー第972号

こ
の
よ
う
に
、
自
分
自
身
の
頭
で

物
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
少
な

く
な
り
、
催
眠
状
態
で
生
活
す
る
こ

と
に
な
》
り
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
の

で
す
。

私
自
身
も
そ
う
で
す
が
、
子
供
た

ち
に
対
し
て
も
、
物
を
大
切
に
使
、っ

習
慣
を
基
本
と
し
、
い
つ
ま
で
も
使

用
に
耐
え
る
よ
い
物
を
選
ん
で
買
う

と
い
う
こ
と
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。
消
費
者
が
賢
く
な
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

商
品
は
使
う
人
の
要
求
に
合
わ
せ

て
生
産
供
給
さ
れ
ま
す
か
ら
、
よ
い

物
を
私
た
ち
が
求
め
て
い
く
よ
う
な

姿
勢
を
と
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
応
じ

た
商
品
が
市
場
に
た
く
さ
ん
出
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。
と
き
に
間
に
合
え
ば

よ
い
と
い

っ
た
気
持
で
買
い
物
を
す

る
な
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
安
易
な
品

物
が
市
場
を
占
拠
し
て
し
ま
い
ま
す
。

現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
目
新

し
い
も
の
に
買
い
替
、え
る
こ
と
が
、

豊
か
な
宅
活
の
あ
か
し
で
あ
る
か
の

よ
う
な
錯
党
に
陥

つ
て
は
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。

み
ん
な
が
心
盟
か
な
、

ト
A
F

ハ
ノ
ト
ム
F

い

生
活
を
し
て
い
く
た
め
に
、

一
つ
一

つ
の
品
物
の
命
を
大
切
に
し
、
生
か

し
て
使
う
よ
う
に
心
が
け
、
生
き
て

い
る
あ
か
し
で
も
あ
る

「時
間
」
に

つ
い
て
も
、
ど
の
よ
う
に
使
う
か
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
常
の
生
活
の
中
で
、
頭
を
、
品

物
を
、
時
間
を

「
生
か
し
て
使
う
」

こ
の
こ
と
を
、
も
う

二
度
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

(
消
費
物
資
等
調
究
員

・
滝
沢
)

/詞
/章
/員
/日
/記
/②
/

便
利
さ
と
ム

、ダ

経
済
の
高
度
成
長
下
で
私
た
ち

の

消
費
が
増
大
し
、
や
」
活
も

一
見
豊
か

に
な
り
ま
し
た
。
反
師
、
物
価
の
上

昇
と
か
過
大
広
告
や
表
示
、
危
険
・

有
害
商
品
の
出
現
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

ー第 972号、

ヒ
ズ
ミ
が
消
費
生
活
の
上
に
出
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

加
え
、
い
か
に
ム
ダ
を
行
き
、
生
活

の
実
質
的
な
盟
か
さ
を
求
め
て
い
く

か
と
い
う
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す

昭
和
四
十
八
年
秋
か
ら
始
ま

っ
た

石
油
シ
ョ

ッ
ク
の
時
、
立
置
な
資
掛

か
ら
作
ら
れ
る
紙
も
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

も
余
分
な
包
装
で
ム
ダ
使
い
す
る
の

ま
、
「
も

つ
七
パ
な

;

ぼ
パ
吻
こ
ま

J
i

J

L

i

l

-

-

-

T
ド
げ
袋
を
持

っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」

と
ノ
|
包
装
運
動
が
広
が
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
魚

や
野
某
を
は
し
め
と
し
て
、

川
を
口

う
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
入
れ
物
に
人

ウ

て
い
て
便
利
な
一

方
で、

た
く
さ
ん

の
ゴ
、、、
+乞山山
1
」
ず‘、
いキ
臨み?。

13 

家
庭
の
ゴ
ミ
の
大
半
を
市
め
て
い

る
の
は
包
装
容
器
と
か
。
売
り
下
側

に

「生
産
省
の
迎
搬
の
都
合
」
と
か

「
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
」

と
昌
わ
れ
る
と
、
返
す
廿一
日
葉
が
あ
り

ま
せ
ん
。
調
べ
る
と
ト
レ
イ
代
も
た

だ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
出

い
物
を
否
応
な
し
に
買
わ
さ
れ
て
、

ゴ
ミ
を
増
や
し
て
い
る
の
で
す
。
ゴ

ミ
処
理
に
使
わ
れ
て
い
る
公
の
お
令

と
、
私
た
ち
の
納
め
る
税
金
の
か
か

わ
り
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。

市
の
清
掃
行
政
で
は
、
ト
レ
イ
な

ど
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
急
激
な
増
加

に
、
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

レ
ジ
で
勘
定
を
す
ま
せ
る
と
、
レ

ジ
係
が
カ
ゴ
の
小
に
ポ
イ
と
ビ
ニ
ー

ル
の
子
ド
げ
袋
を
入
れ
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
が
広
か
ら
家
ま
で
の
間
に
使
わ

れ
る
だ
け
で
、
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

「
こ
れ

で
い
い
の
か
な
?
」
と
立
ち
止
ま

っ

て
考
え
る
、
あ
た
り
ま
え
の
感
覚
が

失
わ
れ
そ
う
で
す
。

何
も
F
J
、え
ず
ぼ
ん
や
り
仕
活
し
て

い
る
と
、
無
怠
識
の
う
ち
に
資
制
乃

ム
ダ
使
い
や
川
り
川

っ
て
他
の
人
々

や
村
会
に
対
し
て
、
公
万
に
な
る
原

川
内
を
私
た
ち
山
身
が
つ
く
っ

て
し
ま

う
こ
と
を
、
改
め
て
、
考
え
て
み
た

い
も
の

で
す
。

『
消
貨
物
資
等
調
在
比
・
市
川
』

市
内

-J望の
玄
蕃
山
に
公
園



若者に親しまれ20年
勤労青少年ホームの開館20周年記念式典が11月9目、同

ホームで聞かれました。当 日は約50人の参加者が見守るな

かで、記念植樹やタイムカプセルの埋蔵(=写真)などが

行われ、開館20周年を祝いました。

j
j
j
y
‘

y
 

さ
て
、
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
魚

や
野
菜
を
は
し
め
と
し
て
、
何
を
買

う
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
れ
物
に
人
(

て
い
て
便
利
な
A

方
で
、
た
く
さ
ん

の
コ
ミ
を
出
し
て
い
ま
す
。

第35田県縦断駅伝競争が11月15、16の両日 、県下13

チームの選手が参加して行われました。15日の上田

市街地の通過は、15年ぶりと あって市役所前(中継

点)など沿道は、たくさんの人でわきました。

豆
腐
作
り
に
挑
戦
/

堀
同
公
民
館
主
催
に
よ
る
「
豆
腐
作

り
講
習
会
」
が
十

一
月
九
日
、
同
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
地
元
の
主

婦
ら
八
人
が
参
加
。
三
升
の
大
豆
か
ら

約
三
十
丁

の
と
う
ふ
が
作
れ
、
手
作
り

の
昧
を
た
ん

の
う
し
ま
し
た
。

や
社
会
に
付
し
て
、
公
中
川
に
な
る
川
町

川
を
紅
た
ち
れ
身
が
つ
く
J

て
し
主

う
こ
と
を
、
此
め
て
、
考
え
て
み
た

い
も
の
で
す
。

(
消
的
物
資
手
鞠
資
比

・
山
川
)

吉
山
市
円
。
，
玄
蕃
山
広

白 白".・0 ・ι，，，"''''.，..'・ 0・・・1・1・l白白 白・'.，.'・・ '" ・l白'，，，，・"""，""""'"・・ ・，"'.・・ 1・・ 0・・i守，，，.1・"'，，，.1・0・，..'・・・0・ ・・・""・0・".，・・"'，，，"""1...・・i・'，，，，・・，."..'・'....1・・4

市
は
こ
の
ほ
ど
、
長
島
の
玄
蕃
山

に
方
位
盤
ゃ
あ
ず
ま
屋
な
ど
を
作
り、

児
童
公
園
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

玄
蕃
山
は
上
田
城
主
仙
石
氏
の
重
臣

荒
木
玄
蕃
夫
婦
の
墓
が
あ

っ
た
と
こ

ろ
と
さ
れ
る
小
高
い
丘
で
、
市
街
地

が

一
望
で
き
ま
す
。

玄蕃山公園案内図
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お知らせ

え広報 う

市
で
は
、
次
に
よ
り
市
職
員

(消

防
職
、
保
健
婦
)
を
募
集
し
ま
す
。

〈
資
格
〉

マ
消
防
職
(
高
卒
程
度
)
リ
昭
和
三

十
七
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

マ
保
健
婦

1
昭
和
三
十
七
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
健
婦
の
免

許
を
有
す
る
人
(
昭
和
六
十
二
年

四
月
末
日
ま
で
に
保
健
婦
の
資
格

を
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
)

-第972号一ー第 972号、

市
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
を
募
集

-
」
だ
ん
成
止

0

・

焦
し
さ
の
宿
守
一
一

叩

ま

皆

勤

日

』
訂
れ
の
活
り
回
一

J

間

さ

者

ブ

図

討

d

歯

健

齢

ラ

を

γ
一一

満

開

高

ク

流

M
J

一

は
で
、
や
交
/
叫

佐
一
は
昆
会
忌
一

守

タ

れ

作

社

た

一

、
ン
こ
芝

て
λ

一

，
白
セ
。
れ
し
力
一

園
9

祉
む
さ
開
め
一

a
・
福
時
力
公
深
一一

明
日
奮
闘
努
に
を
一

同

8
齢

間

ろ

民

解

一

明
.
月
吉
岡
本
ご
市
理
一

幽園
田
口
市
正
日
を
の
一

週

が

伺

ガ

巣

ヘ

一

※
た
だ
し
、
両
職
種
と
も
昭
和
六
十

一
年
四
月
一
日
現
在
、
上
田
市
民

で
あ
る
人
、
ま
た
は
一
時
他
市
町

村
に
居
住
し
て
い
る
が
家
族
は
上

田
市
民
で
あ
る
人

〈
試
験
日
ま
た
は
選
考
日
〉

十
二
月
二
十
三
日

ω

〈
科
目
〉

マ
消
防
職
(
高
卒
程
度

)
1教
養
試

験

・
面
接
・
作
文
・
休
力
検
査

マ
保
健
婦
H

面
接

・
作
文
・
体
力
検

査
〈
人
員
〉

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

〈
必
要
書
類〉

マ
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ
り

ま
す
)

マ
履
歴
書
(
総
務
課
に
あ
る
も
の
を

使
用
し
、
高
校
在
学
者
に
つ
い
て

は
統

-
応
募
書
類
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
)

務
先
の
あ
る
人
で
次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
人
。
①
現
に
同

居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
(
婚
約
者
を
含
む
)
が
あ
る
人
、

た
だ
し
単
身
入
居
は
六
十
歳
(
女

マ
健
康
診
断
書
(
公
立
医
療
機
関
で

受
診
し
た
も
の
)

マ
六
十
円
切
手
添
付
の
臼
二
重
封
筒

マ
最
終
学
校
成
績
証
明
書
(
消
防
職

の
み
)

マ
保
健
婦
の
免
許
証
の
写
し
、
ま
た

は
保
健
婦
課
程
の
修
了
(
卒
業
)

見
込
証
明
書
(
保
健
婦
の
み
)

〈申
込
先

・
期
間
〉

十
二
月
八
日
側
か
ら
同
二
十
日
出

ま
で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
職
員

係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ん私
議
嬢
畿
欝
議
議
制
抑
賦
滋
培
養
緩
問
機
議

y

着
物
着
付
教
室
の
間加問符

受
講
生
を
募
集
問繍

I
l
l
l
l
1
1
1
I
I
I
l
l
1
1
1
I
l
l
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1・
的
問

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

麟

宮
⑫
7
1
1
7

繍

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
働
く

三
十
歳
未
満
の
女
性
を
対
象
に

「着

物
着
付
教
室
」
を
聞
き
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
へ
来

館
(
受
付
時
間
は
午
後

一
時

1
九
時
)

の
う
え
、
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

〈
期
間
・
コ

l
ス〉

V
水
曜
日
コ
ー
ス
H
H

一
月
七
日
附

か
ら
十
二
回
V
金
曜
日
コ
1

ス
1

一

月
九
日
幽
か
ら
十
二
回
(
ど
ち
ら
も

午
後
六
時
三
十
分

i
八
時
三
十
分
)

申
込六
先階
A 
Z 

管議
理室
日課
住
宅
係

住
宅
金
融
公
庫

〈費

用
〉

受
講
料
二
千
円
(
十
二
回
分
)
、
テ

キ
ス
ト
代
四
百
円

〈
定

員

〉

各
コ
l
ス
十
二
名
(
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

〈受
付
時
間
〉

十
二
月
八
日
開
か
ら
十
五
日
開

議
鋭
機
織
内
議
議
議
総
線
機
線
機
議
議
選
鶴

職
業
訓
練
指
導
員

鰍

資

格

取

得

鰍

機

講
習
会
を
実
施
鰍

ー

ー

ー

I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
|路

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

鱗

宮
(⑫

2
6
6
6

機

・
受
講
資
格

マ
一
級
ま
た
は
単
一
等
級
の
検
定
合

格
者

マ
次
の
実
務
経
験
が
あ
る
人

1
①
大

学
(
関
連
学
科
)
卒
業
後
二
年
以

上
②
短
大
(
関
連
学
科
)
卒
業
後

四
年
以
上
③
高
校
(
関
連
学
科
)

卒
業
後
七
年
以
上
④
職
業
訓
練
校

修
了
後
七
年
以
上
⑤
専
修
訓
練
校

修
了
後
十
年
以
上

-
申
込
期
限

昭
和
六
十
二
年
一
月
十
二
日
側
ま

で-
講
習
期
間

昭
和
六
十
二
年
一

月
二
十
六
日

1

同
三
十
一
日

試
験
会
場
:
市
役
所
六
階
会
議
室

受
験
資
格
:
・
①
高
等
学
校
(
旧
制
中

学
校
を
含
む
)
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
、

環
境
衛
生
金
融
公
庫
で
は
、
去
る

十
月
一
日
か
ら
従
来
か
ら
の
設
備
資

金
に
加
え
、
運
転
資
金
も
ご
融
資
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
利
用

に
な
れ
る
の
は
、
厚
生
大
臣
か
ら
振

興
計
画
の
認
定
を
受
け
た
環
境
衛
生

同
業
組
合
の
組
合
員
の
方
々
で
す
。

マ
融
資
限
度
額
・:
二
千
七
百
万
円

マ
利
率
・
:
年
六
・
四

r

マ
融
資
期
間
・
:
五
年
(
据
置
期
間
六

か
月
以
内
を
含
む
)

マ
問
い
合
わ
せ
・:
環
衛
公
庫
業
務
部
、

代
理
庖
(
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
)
へ
。

家
計
簿
体
験
談
」
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

マ
募

集

期

間

十
a

，
月
-
日
仰
か
ら

来
年
二
月
二
十
八
日
出
ま
で
。



第 972号、

市
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
を
募
集

管
理
課
住
宅
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
4
5

有
線
②
0
7
3
1

市
営
住
宅
の
補
充
入
居
者
を
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
よ
前
回
、
申
し
込

ま
れ
入
居
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん
も

改
め
て
募
集
期
間
中
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
)

募
集
団
地
・
・
・
千
曲
町
団
地
を
除
く
市

営
住
宅

家
賃
・
:
千
円
か
ら
二
万
六
千
円

入
居
資
格
・
:
市
内
に
お
住
ま
い
か
勤

fごえー (9)一一一昭和61年12月1日 広報う

年
賀
状
は

M
M
月
初
固
ま
で
巴

マ
履
歴
書

(総
務
課
に
あ
る
も
の
を

使
用
し
、
高
校
在
学
者
に
つ
い
て

は
統

一
応
募
書
類
を
使
用
し
て
く

だ
さ

い
)

盈
物
件
疋
め
ー
あ
?
9
l
八
で
d

慌
の
ゑ
本
併
け

4
i
f

べ
て
満
た
し
て
い
る
人
。
①
現
に
同

居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
(
婚
約
者
を
含
む
)
が
あ
る
人
、

た
だ
し
単
身
入
居
は
六
十
歳

(女

性
は
五
十
歳
)
以
上
の
人
な
ど
特

定
の
人
。
②
収
入
が
公
営
住
宅
入

居
基
準
(
第

一
種
住
宅
は
十
六
万

二
千
円
以
下
、
第
二
種
住
宅
は
十

万
円
以
下
)
に
該
当
す
る
人
。
③

現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
人
。
④
単
身
入
居
は
、

三
部
屋
以
上
の
住
宅
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間
:
・
十
二
月
十
日
附
か
ら
同

二
十
五
日
同
ま
で

抽
選
日
と
場
所
・
:
来
年

一
月
二
十
二

日
附
・
午
前
十
時
か
ら
、
市
役
所

年
賀
状
の
受
付
は
、
十
二
月
十
五

日
側
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
の
で
、
早

目
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。
元
日
一に
配

達
さ
れ
る
た
め
に
、
な
る
べ
く
十
二

月
二
十
日
出
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ

な
お
、
年
賀
状
は

l

マ
自
分
の

住
所
の
郵
便
番
号
と
同

一
の
も
の
、

マ
県
内
、
マ
県
外

l

と
三
区
分
し
、

方
面
別
の
紙
片
を
上
に
し
て
、
束
ね

て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

'v
水
曜
日
コ

l
ス
l
一
月
七
日
附

か
ら
十
二
回
V
金
曜
日

コ
l
ス
l
一

月
九
日
幽
か
ら
十
二
回
(
ど
ち
ら
も

午
後
六
時
三
十
分

1
八
時
三
十
分
)

ム
ハ
隊
問

A
Z
過
疎
宮
土

申
込
先
・
'
管
理
課
住
宅
係

払
椴
総
評
法
郷
滋
ツ
リ
京
税
漏
滋
刑
務
官
制
鶏
‘

住
宅
金
融
公
庫

融
資
の
利
用
品

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
方

宮

0
2
7
2
⑨
6
6
G

住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
を
受
け
て
、

現
在
、
返
済
金
を
払
い
込
み
し
て
い

る
皆
さ
ん
が
、
資
金
に
余
裕
が
で
き

た
な
ど
の
理
由
で
返
済
期
間
を
繰
り

上
げ
て
借
入
金
の
全
部
、
ま
た
は

一

部
を
返
済
さ
れ
る
場
合
は
、
無
料
で

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
将
来
お
支
払
い

す
る
利
息
相
当
分
が
軽
減
さ
れ
、
お

得
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
返
済

金
を
払
い
込
み
し
て
い
る
銀
行
窓
口

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

下
水
道
主
任
技
術
者

資
格
試
験
を
実
施

下
水
道
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
5
7

試
験
日
:
・
昭
和
六
十
二
年

一
月
三
十

日
働

同 ・で
三 昭講
十和習
一 六期
日十間

年

月

十

日

功
訊
酔
闘
相
ふ
宮
崎
場

0

・
中
巾

川河
川
記
問
中
ハ
際
問
卓
μ
謹
訓
t
主

受
験
資
格
:
・
①
高
等
学
校
(
旧
制
中

学
校
を
含
む
)
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
、

管
工
事
の
設
計
ま
た
は
監
督
に
三

年
以
上
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人

②
管
工
事
業
務
に
五
年
以
上
従
事

し
た
経
験
の
あ
る
人

試
験
科
目
・:
筆
記
試
験
(
法
規
・
技

術
)

受
験
受
付
期
間
:
・
十
二
月
十
日
附
か

ら
同
二
十
五
日
同
ま
で
に
下
水
道

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
:
・
受
験
願
書
、
実
務
経
験

証
明
書
(
以
上
の
用
紙
は
下
水
道

課
に
あ
り
ま
す
)
、
履
歴
書
、
住
民

票
、
卒
業
証
明
書
(
受
験
資
格
①

に
該
当
す
る
人
)
、
写
真
二
枚
(
ラ

イ
カ
版
)

受
験
料
:
・二
千
円

わ
が
家
の
家
計
簿

体
験
談
を
募
集

県
斤
県
民
生
活
課

宮

0
2
6
2
⑧
0
1
1
1

内
線
6
6
9

県
で
は
、
家
計
簿
を
も
と
に
生
活

設
計
に
取
り
組
ん
だ
り
、
明
る
い
家

庭
づ
く
り
の
た
め
に
工
夫
・
努
力
し

た
模
様
な
ど
を
つ
づ
る
「
わ
が
家
の

caか
品
川
削
岨
得
昨
旭
円
曲
師
凧
諸
説

レ

キ

ら

ゆ

仏

の

L
y
w
ν
P
リ
，
省
帯

修
ヂ
し
#AF十
U
F

O

マ
募

集

期

間

十

二
月

-
日
仰
か
ら

来
年
二
月
二
十
八
日
出
ま
で
。

マ
応

募

方

法

四

百
字
詰
原
稿
用
紙

五
枚
以
内
で
月
別
・
項
目
別
支
出

一

覧
表
を
添
付
。
ま
た
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
家
族

一
覧
(
応
募
者

と
の
続
柄
、
年
齢
、
職
業
、
就
学
状

況
な
ど
て
家
計
簿
記
帳
年
数
、
電
話

番
号
を
明
記
。

マ
応

募

先

干

3
8
0

長
野
市
大

字
南
長
野
字
幅
下
六
九
二
|
二

県

庁
県
民
生
活
課
内
県
貯
畜
推
進
委
員

会山為
滋
養
護
努
川
護
欝
議
議
議
議
議
藤

上
田
郵
便
局

側
出
抑
制
時
拐

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

鰍機

郵
便
局
で
は
、
年
末
年
始
に
集
中

す
る
年
賀
状
な
ど
を
処
理
す
る
た
め
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
内
容
:
・
局
内
で

の
年
賀
状
の
区

分
と
局
外
で
の
配
達
作
業
が
主
な

仕
事
で
す
。

期

間

・:
十
二
月
中
旬
か
ら
来
年
一

月
上
旬
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
・
:
上
川
郵
便
局

(宮

⑫
0
0
7
7
)
 



だ fI({和61年12川111一一一ー(10)-え広報う

……………………
ぉ
…殺
や
……み
一

昭和61年地価調査

関係図書が閲覧できます
国土利用計画法施行令第 9条の

規定に より、昭和61年地価調査に

係る図書を下記により閲覧に供し

ます。

ここに示される標準価格は、毎

年 7月 1日を基準とし、国土利用

計画法に よる土地取引のための基

準価格とされるものであり;一般の土地取引価格の

指標 となるものです。市内の住宅地基準地(5点)

前年対比の平均変動率は2.3%の上昇となっています。

閲覧場所・・・市役所企画課および塩田 ・川西・豊殿の

各支所

閲覧日・・昭和61年12月 1日から 3年聞の各日

曜日、 祝 日その他市の休日を除く)

閲覧時間・・・午前 8時30分~午後5時 (土曜日は正午

まで、)

カ閲覧を希望される方は、係員に申し出てその指示

に従ってください。市内の基準地の価格は以下の

とおりです。

(十
月
一
日

i
三
十

一
日
)

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

吉
田
七
郎
さ
ん

山
崎
県
吾
さ
ん

吉
岡
光
三
さ
ん

五
十
嵐
正
さ
ん

堀

内

米

さ

ん

ー第972号

城

北
上
塩
尻

上
塩
尻

川
辺
町

商

郎

町

川

大
口
槽
子
さ
ん

土
屋
園
男
き
ん

吉
津
あ
き
よ
さ
ん

宮
島
一

二
三
さ
ん

小
林
利
吉
き
ん

西
津
藤
利
治
さ
ん

岩
瀬
い
く
さ
ん

片
岡
つ
る
さ
ん

塩
入
喜
美
さ
ん

甲

田

正

さ

ん

阿
部
ゆ
り
子
さ
ん

中
村
志
げ
批
さ
ん

戸
谷
う
め
き
ん

鬼
木
か
つ
み
さ
ん

ひ
か
り

諏
訪
形

柳

沢

笹

井

浦

野

院

内

林
之
郷

・4

牧

鈴

子
上
室
賀

伊
勢
山

下
小
島

新

屋
福

田

(日六七七 六七 七八七七六 七八七 五
三八四 二 四四四 九 六 二 九 五三 七

昭和61年地価調査基準地価格表 (7月1日現在)

基準地の 基準地の
基準地の所在及び地番 1平方メー

利用の
基準地の周辺の土地

並ぴに住居表示 トル当た の利用の現況
リの{而格 現況

上岡市材木町 1丁は
住宅W2 新しい中規模一般住

132fi2 97.000 
(木造2附)

宅が建ち並ぶ住宅地

「材木町1-12-18J 域

大字諏訪形字南中l封 住宅W1 一般住宅が建ち並ぶ

964番11
55，400 

(木造平屋)
小規模の分譲住宅地

域

大字本郷字吉原
従来からの~家住宅、

755番6
28，000 住宅W2 新興の一般住宅等が

混ぜEする住宅地域

中央西 1丁目
中規模一般住宅が建

6407番2外5筆 96，300 住宅W1

「中央西1-5-8J
ち並ぶ高級住宅街

大字下塩尻字古屋敷
34.300 住宅W2

中規模一般住宅が建

297番14 ち並ぶ住宅地域

大字住吉字宮間
24，300 間

周辺が開発されつつ

591番3 ある宅地見込地域

中央3丁目5783番1
259，000 

庖舗兼住 各種専門底が鐙ち並

「中央3-3-17J 宅W2 .... i;商庖街

天神2丁目番外
営業所、工場、 一般

437番 1外 1筆 109，000 工場
住宅がi昆証する地域

「天神2-4-65J

荒村丸 高吉 及塩橋 山 福土清長宮
木山山 津沢 木野本越沢屋 水岡 下
今英清 幸美 義崎一 政春 健 晴美
三助子助代哉も義茂雄 代 夫次男
四ささ き志 さとささきさささき
さんん んさ んじんんんんんんん
ん ん さ
下 緑 ん

材下紺 が秋 上下 蛇 国吉下浦金赤
木之屋丘田塩 室 剛
町郷町 西和 原尻沢分田賀野寺坂
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